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                法人の財務成績表             
残暑の候とはいえ、まこと館のある至誠の森は、未だ蝉が盛んに鳴き渡り、実に賑やかです。しか

し、暑さの中にも秋は静かに忍び込み、間もなく鈴虫などの声に移り変わることでしょう。長引くコ

ロナ禍は、一旦は落ち着きを示したように見えましたが、第７波のオミクロン株は、BA.5 に変異す

るなど、感染力がさらに増し、利用者、職員にも感染者が多数出ています。法人の事業では、一部デ

イケアの休業、保育園等の休園を余儀なくされるなど、大きな影響を受けています。今回の第７波で

は、政府からも基本的に行動制限や休業要請はなく、通常の社会活動が営まれておりますが、一部で

は病床使用率が逼迫するなど、安心した社会生活を送るには、まだ少し時間がかかりそうです。  

さて、今回は、令和３年度の決算の話です。今期も早、第二四半期を迎え、執行状況が気になると

ころです。前年度の決算は、既に６月の評議員会で承認され公表はしていますが、今一度ここで確認

したいと思います。  
2021 年度  社会福祉法人  至誠学舎立川  決算収支総括表   

 

 

 

 

 

 

 

 

決算は言うまでもなく、年度の財務状態を明らかにし、経営の状態を表した重要なものです。ここ

では至誠学舎立川の全体決算状況を「決算収支総括表」としてまとめています。法人全体の経常活動

収入（以下、収入）の総合計は、約７４億で前年とほぼ同額です。経常活動支出（以下、支出）は前

年より１億 1500 万円増え約７０億円となりました。その結果、本業では４億位の経常活動収支差額

（以下、本業の利益）が出ていますが、これに借入金の返済金等を含めると、「当期資金収支差額（以

下、合計収益）」は、約１億の赤字となりました。事業本部毎に見ても合計収益は、個別の要因はとも

かく、残念ながらすべての事業本部で赤字決算となりました。   

続いて各事業本部の状況です。まず初めに児童事業本部ですが、収入は増えて約 14 億となりまし

た。しかし、昨年開設した障害福祉センターの利用者の稼働等影響もあり、収入以上に支出が増えま

した。そのため本業の利益は、昨年より 5 千万円減少して約１億円弱となりました。この結果、借入

金の返済等を加えた当期の合計収益は、若干の赤字となりました。  

次に保育事業本部では、約 28 億の収入に対して 24 億の支出となり、本業の利益は 4 億弱となり

ましたが、高齢事業本部への資金の繰入、施設整備等のやり繰り等で、合計収益は５千万位の赤字と

なりました。  

最後に高齢事業本部では、収入は昨年より５千万円減り 32 億となり、支出は昨年より約６千万円

減らしたものの、32 億 3 千万円となり、本業の利益は約１千万円のマイナスとなりました。これに、

借入金の返済等が加わり、法人本部、保育事業本部からに繰り入れ等の支援を受けましたが、最終的

な合計の収益は５千万円の赤字になりました。  

 積立金の状況は、児童事業本部が 6 億 2 千万円、保育事業本部が 21 億 4 千万円、高齢事業本部

が 8 千万円、法人本部が１億２千万円で、法人合計で 29 億５千万円となりました。一方、借入金は、

児童事業本部が約 2 億 2 千万円、保育事業本部が１億７千万円、高齢事業本部が 29 億、法人合計で

はで 38 億１千万円になりました。法人全体の借入金を積立金で全て埋めたとしても約８億６千万円

足りないという状況です。  

特に高齢事業本部では、本業で収益が出せていない一方、過大な借入金の元利返済が経営に重くの

しかかっている状況から、令和 3 年度に緊急事態を発し、財政健全化に向けて、経費の削減、事業費

の削減を始めとし、分担金の軽減や資金の繰入・借入金の肩代わり等法人全体で取り組んでまいりま

した。  

改めて、関係する全ての皆様にここでお礼と感謝を申し上げます。   

今年度は更に法人全体で、財政健全化策に取り組み、持続可能で安定的な経営を目指していきます。

そして地域からも安心して、信頼される法人として努めていきます。   

                                            理事長   稲永勝行  

発行：至誠学舎立川  編集：法人事務局  Est.1912 
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本部事務局だより     コンコルドの誤謬（サンクコストの罠）  
先日 (8/17)、超音速旅客機を再び蘇らせるプロジェクトの記事が出た。かつて 46 年前、超音速旅

客機コンコルドが旅客便として初飛行しロンドンとニューヨーク間を従来の７時間から３時間に短

縮して結んだものを復活させようというものだ。  

コンコルドは、英仏両政府から当時の金額で 28 億ドル  (約  3,000 億円 ) という巨額出資により

実現したものだが、スタート時点で既に、この飛行機は採算が取れないことが明らかになっていた。

しかし、投資家たちは、墜落事故で運行停止になる迄、さらに  27 年にわたってこの破綻した事業に

お金を注ぎ込み続けたのだ。このことから、『人は多大な投資を行うと、失敗が明らかな事業でも継続

してしまう』ことを「コンコルドの誤謬」と呼ぶようになった。  

しかしこれは特別なことではなく、経済学では古くから「サンクコスト効果  (サンクコストの誤謬 )」

として知られていたものである。サンクコスト効果は「投資を無駄にしたくない、損失を被って嫌な

思いをしたくない」という一心で採算の合わない事業にこだわり続ける「損失回避の心理」と、多額

な投資をしたのだから、現実のエビデンスがどうあれ、いつかうまくいくだろう、後で役に立つはず

だ、と思い込みがちになる、「根拠のない楽観主義」により生まれるものだ。  

投資の世界でも多額の投資をした株が下がり始めると「必ず上がるはずだ」「今こそ買い進めるチャ

ンスだ」と考えがちになり傷口を広げることがままある。江戸時代の米相場の格言に「見切り千両、

損切り万両」と言うのがある。人は、なかなか自分の失敗を認めることができないものだ。しかし失

敗に気がついたら、とにかくいったん潔く損切りして、その犠牲を無駄にしないで、次回の最善手を

考えるのがベストである。                         （法人事務局長  野島忠幸）   

 

事業本部情報                 児  童  事  業  本  部        

『作太郎』による新たな就労プログラムの開発  
ワークセンターまことくらぶでは、農機具メーカーが開発した多目的スマート育苗器『作太郎』の

プロジェクトに取り組んでいます。育苗用のトレイに土を入れ、種を蒔いて『作太郎』にセットする

と苗づくりに最適な光と水と風の環境を自動的に管理してくれるものです。5 月

末から試行が始まり、育った苗をポットやプランターに植え替えセンターに無人

販売所を設置して近隣や法人内の方々、保育所等にご購入いただいています。  

プロジェクトには、このプロジェクトを提案してくださった方を中心に農機具

メーカー、種苗会社、農協、 IT 農業のコンサル、洋菓子店経営者のほか多彩な

方々が集まってくださっています。今後の展開は未知数ですがいろいろなアイデ

アを持ち寄り、利用者の作業内容や生産から販売のネットワークづくりを模索し

ています。       （至誠障害福祉総合センター  センター長  高橋久雄） 

      保  育  事  業  本  部        
園庭には「しせいふぁーむ」構想で小さな畑、果樹の場所があります。畑には落ち葉を堆肥に利用

し畝をつくり「さつま芋」を植え、周りには「びわ、みかん、キウイ、プルーン、いちじく」などが

せめぎ合いながら育っています。秋には芋ほりやみか

ん狩りが楽しみです。少し離れた所には、「ジュンベ

リー、杏」など。最近は別の一角にブルーベリーも植

えました。食べ物ではありませんが、細い「笹竹」は

七夕の笹飾りとして、「ススキ」はお月見の飾りとし

て園内の行事に彩を添えています。プランターでは、

「玉ねぎ、スイカ、ピーマン、パプリカ、トマト、ナ

ス」などを育て、子ども達が水やりをしながら日々大

きくなっていくのを眺めています。育てた野菜は給食

で使用したり、果物は鳥が先に食べてしまうこともありますが、園舎と園庭で完結できるような小さ

な自然の循環を楽しんでいます。                    （至誠第二保育園  園長  三浦修子）  

     高齢事業本部至誠ホーム       
「第７波」の感染拡大により、法人内の各事業は大きく影響を受けていることと思います。キート

スの各事業においてもご多分に漏れず、連日のようにご利用者や職員の陽性判明や濃厚接触の情報が

入り、その都度接触状況の把握、検体の採取と検査機関への持ち込み、関係機関への連絡等の対応に

追われています。現下の局面で特徴的なのは、施設入居者が陽性者となっても入院できず、「施設内療

養」せざるを得ないケースが多発しているということです。この場合、ユニット型の施設では陽性の

ご利用者がいるユニットはゾーニングをし、当該ユニットで業務を行う職員は感染防護具（マスク、

手袋、ファイスシールドまたはゴーグル、ガウン、キャップ等）を着用してケアを行います。これを

最短でも陽性者の療養期間とされる 10 日間は続けることとなります。職員にとって心身共に負担が

大きいことはもちろんですが、入居されているお年寄りの生活も大きく制限を受けてしまいます。  

 厳しい状況は続いていますが、感染拡大は減速してきているように見受けられます。気持ちを切ら

さず、皆で乗り切っていきたいと思います。       （至誠ホームキートス  施設長  大友正樹） 

(編集後記 )9 月は防災月間です。近年は豪雨被害が多発しているので、防災グッズの見直しを     （小）  


